
担当 ：武 本 久美子

羽 江 忠 彦

1 ．分科会の参加者等

報 告 者 ：第 8 分科 会 で はあ らか じめ 報告 者 をお願 い し、 考 え を述 べ て い た だ く形 式 を と りま

せんで した。全体 の流 れの中で、述べていただ きたい場面で、発話者 として佐田正信、高山静子、

武本久美子、吉岡恵美子 ほか子 ども、教師の人たちをお願 い しました。

司 会 者 ：羽江忠彦

記 錦 者 ：武本久美子、高山静子

参加者数 ：48人 （子 ども4 人、 18歳以上44人）

2 ．分 科 会 の討 論

子 ど もた ちの 意 見 を 聞 くこ とか ら討 論 は始 め られ ま した。その 意見 をめ ぐっ て他 の 参加 者 が 意

見を交換 しました。その討論の概要 を以下 に述べ ます。

1 ）校 則

子 ども（宮崎）か らまず提起 された問題 は 「校則」で した。校則の決定過程 において、生徒会

によっ て子 ど もの意 見 を集約 させ、 校則 制 定 にあた か も子 ど もの意 見 が採 用 され た り、 反 映 され

るか の よ うに教 師 は言 うが、 教 師 の判 断 がすべ てで あ り、 失望 しか得 られて い ない 実態 が 中学 、

高校 か ら報告 され ま した 。 この提 起 を うけ、参 加 者 か ら校則 とそ の制 定 につ い て、 意見 が 出 され

ました。 そ の 中で小 学 校 の教 師 （福 岡） が、「お約 束 」、「 きま り」 とい う名 で小 学校 に も 「校則 」

が存 在 して い る と、 具体 的 に報 告 され ま した 。「校 区外 へ 子 ど もだ け で行 っ て はい け ませ ん」、

「 派手 にな る とい け ない ので 、髪 を結 ぶ ゴ ムは紺・ 茶 ・ 黒・ 白」「自転 車 に乗 るの は三 年生 か らで

す」 等 々 と・ ・ 。

子 どもの権利条約 12条 「意見表明権」 とその行使が小学校 か ら高校 享での、すべての学校、学

びの場の主人公・子 どもに完全 に保障 されていない実状 と、学校内権力構造の存在が赤裸々にさ

れる議論 が な され ま した。 この中 で子 ど もた ちは、 少数 であ れ、 屈服 す るこ とな く、生 徒 会 の力

を強 め つつ 、改 革 を企 てつ つ あ る事 例 もまた報告 され ま した 。
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2 ）体 罰

この よ うに馴 定 され た校則 で あ るに もか か わ らず 、 子 ど もた ちが 、生 徒 会 が決 め た、 あ るい は

承認 した 「校 則」、「きま り」 だ とい うこ とで、 違 反す る こ とが 許 され ない 実状 が報 告 され ま した。

違反 した子 どもたちには、ただちに （教師が納得す る表情、態度、声音で違反 を認めない場合 に

は）「体 罰」 が 待 ち受 け て い ます。 体 罰 をふ る わ ない教 師 も、 実 は い ざ とな れ ば体 罰 を辞 さな い

とい う態 度 を感 じ させ る教 師が 少 な くあ りませ ん。 体 罰 を うけ た子 ど もた ち は、「自分 が悪 い こ

と を した の だか ら と」 自分 に言 い聞 かせ て い る もの の、決 して納 得 して い るわ け で はな い、 とい

う実 状 で す。 そ う した子 どもの気 持 ち は感 じ取 れ る もの で あ り、感 じ取 っ た教 師が体 罰 をや め る

方向 に向 か うか とい えば、 む しろ 「なめ られ ない」 とい う方 向 で対 応 しよ うとす る可 能性 が 強 い

と指 摘 され ま した。

その中で、飯塚の近大付属女子高生体罰死 に取 り組 む佐 田正信 さんか ら、現在の生徒 一教 師関

係においては体罰死 した子 どもが、「今一度殺 され る」 と言 わなければならない地域住民 意識や

そうした世論操作が行われやすい実態が報告 され ました。体罰 を容認する親・保護者 をふ くむ地

域社会の存在の中で、体罰死 した子 どもの親・保護者 は孤立 し、その悲 しみ と怒 りは深 まる現状

が討 議 され ま した。

子 どもの権利条約 3 条「子 どもの最善の利益」、 6 条「生命の権利、生存・ 発達 の権利」 の否

定、 29条 「教育の 目的」の否定 された状態の下で、学校 の荒廃が進行 してい ると言 えます。2 8条

2 項 「学校の規律 （政府訳）・ 懲戒 （国際教育法研 究会訳）が子 どもの人間の尊厳 と一致す る方

法で・・運用 され る （政府訳）・行 われる （国際教育法研究会訳）・・ ために適当な処置 をとる」

こ とが 、 国 に よって な され て い ない現 実 で もあ ります 。

3 ）学ぶ権利 の担い手 は子 ども

ホー ム・ ス ク ー リ ングの実 践 を踏 まえた武 本 久美 子 さん の意見 のみ な らず 、参 加 者 の多 くの意
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見は、学校教育法 に基づ く学校の現

状が、子 どもたちか ら根本的な批判

を うけて い る こ とに気 付 く必要 が あ

る こ と を示 唆 す る もの で した 。

高校、大学への進学が受験成績に

加え て、 内 申書 が重 視 され る こ とに

よっ て、受 験 競争 が 緩和 され る よ り

も、受験競争の 日常化 と早期化 の状

態が出現 してい ます。学校の授業 は

受験対策化 し、それが学力評価 ともなる状態 は子 どもの負担増加につ なが り、加 えて観点別評価

等に よって教 師 の視 線 に よる監視 は、子 どもの心 理 的抑 圧 感 を増大 せ ざ るを得 ませ ん 。 さ らに、

これ らが 進路 指 導 の デー タ とされ る時、 自 らの進 路 を 自 らが決 定 す る こ とは至 難 に な ります。 校

内暴力 、い じめ、非行、無気力、登校拒否 （不登校） は、「学ぶ権利」 の主体 である子 どもの人

権の危 機 と も言 え ます 。 しか し、 これ らの行動 は、子 ど もが い わゆ る 「学 校 」 で 「学 ぶ義 務」 に

疑問 を持 ち、「学ぶ権利」の主体 として権利 を行使す るための場 は学校 に限 られない、 とい う考

えを意識 的 、無 意 識 的 に行動 化 して い るの だ、 と も理解 で きます。

脱学 校 論 、超 学校 論 、 フ リース ペ ース等 の学校 を拒 否 した り、疑 問 を抱 い た子 どもた ちの集 う

場の拡大、ホーム・ スクー リングの実践、教室の開放化等の漸進的広が り、教 師による教 育改革

運動、加 えて政府の教育政策の変化 は、子 どもが学校 のあ り方 を根底か ら問 う現状を反映 してい

ると考 え られ る もので す 。子 ど もが そ うであ る よ うに、 お とな たち の改革 努 力 も、 い まだ混 沌 と

して い る現 状 です。 そ れ だけ に 「子 どもの権 利 条約 」 が子 ど もの もの に され か ナれ ばな りませ ん。

「 子 ど もの権 利 条 約 」 を子 ど もの 生 きる現 実 に、 もっ と もふ さわ しい 形 で子 どもが獲得 す る、 そ

のよ うな伝 え方 を考 えね ば な らな い よ うです 。

4 ）最 後 に、分 科会 を準 備 した参加 者 の気 持 ち を紹 介 し、ま とめ とさせ てい た だ きます 。

“い ま” 未 来が 始 まって い る ！

子 どもた ちが権 利 を行 使 す る。 そ れ は21世 紀 をひ ら く大 切 な、 大切 な 「鍵 」 ！

「遊 び」 を知 らない で大 き くな った子 ど もは、

「学 ぶ た の しさ」 を知 らない子 どもを育 て る．、 つ てほ ん とう ？

「たた か れて」 おお き くなっ た子 ど もは、

「た た いて」 子 どもを育 て る、 つ てほ ん とう ？

／

「子 ど も は 明 日 を 生 き る だ け で な く、 い ま を 生 き る 」（J ．コ ル チ ャ ツ ク） っ て 、

い まの学 校 で で きる ？

こんな学校ぶ っつぶせ ！

子 どもた ちに 「子 ど もの権 利 条 約」 を ！

学校 に「子 どもの権利条約」 を ！
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担当 ：鶴 田 京 子

筑紫野市 「障害」児・者問題を考える会

提起 ：志 沢 小夜子

「障害」児を普通学校へ全国連絡協議会世話人

司会 ：鶴 田 京 子

報告 ：田 中 裕 子

参加人数 ：15人

午前 中は志沢 さんの問題提起 を受け、 自己紹介 をして、問題提起や 自己紹介での話に質疑応答

を して終 わ った 。

まず、志沢 さんの問題提起 は、「先天性 四肢欠損」 とい う自分の 「障害」 について、本 人はそ

の「障害」 につ い て どう考 え ど う付 き合 って こ られ たか、 周 りの人 の 目や 差 別 を どう感 じど う向

き合 って こ られ た か に付 い て話 され た。

さ らに志 沢 さん の好 き な 「か らす た ろ う」 の絵 本 を紹 介 され、「人 は気 づ い た と きか ら始 め た

ら よ い 」 と い う 話 で しめ く く ら れ た 。

「か らす た ろ う」…体 が 小 さ くて勉 強 も よ くわか らな いチ ビが 、 そ のチ ビ を まる ご と認 め、 周

りの子 ど もに もそ のチ ビを認 め させ よ う とした先生 との 出会 い に よって、 見 下 してい た チ ビへ の

考えが 変 わ って い くとい う話。

問題提起が終 わ りその後 自己紹介 があ り、「障害」児 に対 して差別なんて考 えていない し、仲

良くや って い る とい う発 言 が あ り、 そ れ につ いて 午後 少 し議 論 を した。

そ の発 言 の子 は、 す ぐ近 くに養 護学 校 が あ り、 そ の学校 と も交流 が あ り通 学路 で会 っ た りす る

とお互 い に 「お は よう」 とか あ い さつ した り、 話 を した りして仲 良 く して いて差 別 な ど考 えてい

ない とい う話 だ っ た。

それ に対 して志 沢 さんの 方か ら、 それ は もう少 し根 本 の ところか ら考 えて い こ う とい うこ とで、

まず 養 護学 校 とそ うで な い学校 に分 か れて 通学 を しな けれ ば な らな い と ころ に大 きな差 別 が あ り

分か れ て生 活 して い る限 りお互 い に利害 関係が な いので表 面上 には差 別 はお きないの だ とい う話が

あり、 皆 で考 え させ られ ま した。 人 は共 に生 きて い く中で お互 い の利 害 がぶ つ か り、 言 い合 った

りけ ん か した り し な が ら関 係 を つ く っ て い く中 で 差 別 も乗 り越 え た り、 な く して い け る の で は ？

とい う議論 を した。

また子 ど もの権 利 条約 の中 で 「障害 」 児 の 問題 は、 あ ま り大 事 に され て い ない ので は ？とい う

こ とで 、権 利・ 人権 を語 る時、 少 数者 の問 題 を もっ と考 え て い くこ とを大 切 に して欲 しい とい う

声が上がった。
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担当 ：柳

司会 ：柳

記録 ：永
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参加 者 ：2 5人

（うち小学生～高校生 4 人）

報告 1 ：小 暮 さつ きさん（高校 2 年生）

「なぜ、男女混合名簿 じやないの ？」

高校 で、名簿が男女別 になっていることに驚 いた。中学で男女差別 について話 し合い、差別を

見抜 く力 の大切 さを学 んで きたのに、 なぜ ？ 家庭科の先生は、「男性 も女性 も積極的に家庭の こ

とをや って いか なけ れ ばい けない 。男 が働 き、 女が家 事 をす る とい う考 え方 は オ カシ イ」 と言 う。

なの に、「で は、名 簿 はなぜ ？」 と聞 い て も、「ウ～ ン」 と考 え込 む だけ。 英 語 の授 業 が、 成 績順

でク ラス分 け され るの も疑 問。 先生 た ちは 「お前 た ちの た め にや っ てい る」 と言 うけれ ど、 そ れ

は先 生 か ら見 た考 え方 で 、私 た ち が求 め てい る もの で は ない。 頭 の いい 人、 悪 い 人 と、 区別 され

てい る よう に しか見 え ない。

報告 2 ：上 員 しづか さん（母親）

「なぜ、男の子はブルーで、女の子はピンクなの ？」

三 人 の男 の子 を育 て て きた が 、「男 の子 だか ら」 とい った こだ わ りは持 たず 、 子 ど もが い ろ い

ろな こ とに興 味 を示 す ままに、 や らせ て きた。 ボ タ ンつ け を面 白そ うに見 て いた ら 「ホ ラ」 と糸

を持 た せ 、 カ レー作 りに 関心 を見 せ た ら、「ジ ャガ イ モ さん の お洋 服 、 脱 がせ よ うね」 と皮 む き

を手伝 わせ て ‥…・そ うす る うち に、男 の子 に も、家 事 や身 の 回 りの こ とが 自然 に 身につ い て くる。

自分 で 学 ラ ンを縫 う息 子 は、 友達 にか らか わ れ る こ と もあ るが 、「よか ろ う。 お 前、 し き らん や

ろうが」 と言い返 してい る。「男 の子は青い服 に自動車、ボール遊 び」「女の子 は赤い服 にお人形

さん、家 の 中 の こ と」－ と、 小 さい と きか らお となが 妙 に こ だわ っ て、 決 めつ け て育 て てい るの

ではな いだ ろ うか。
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報告 3 ：猿渡敦子 さん（高校教師）

「社会への出口・ 高校の問題」

かつ ては、「家庭科 と体育が男女別 なので、名簿 も分けた方がや りやす い」 とい うのが男女 で

名簿 を分 け る こ との説 明 だ った。 しか し、 家庭 科 も共 修 にな り、体 育 も男 女 別 とは限 らな くな っ

てきてい る の に、高 校 での 混合 名 簿 は なか なか進 まな い。

一方 、就 職 の 際、 A 社 か らB 校 に 1 人推 薦枠 が あ り、 トップの 女 の子 が受 け る と落 と され る と

いうこ とが あ る。何 年 も続 くと、学校 側 が 自重 して 「A 社 に対 して は男 の子 を優 先」 して しま う。

公的 に は男 女 不 問。 しか し、 企業 が どち らを望 んで い るか は明 白で あ り、現 実社 会 が こ うなの だ

から仕 方 が ない と。 本 当 は、社 会 が そ うだか らこそ、 み ん な で足 並 み をそ ろ えて止 め ない とい け

ない。 混合 名 簿 が定 着 しな い こ と と、学 校 か ら社 会へ とい う出口 の 問題 。高校 にお け る二 つ の問

題は 同 じとこ ろ に起 因 して い るの で はな いか。

【 質問・ デ イスカ ツシ ョン】

なぜ、男女混合名簿が必要なのか ？

子 どもた ちの 聞か らは、「男 女 別名 簿 は よ くない」 と報 告 者へ の 賛 同が上 が る一 方 、「混合 名 簿

なん て 聞い た こ とが なか っ た」「なぜ 、 名 簿 くらい に に こだ わ るの か。 別 に不 自由は な い」 な ど

の意見 も出 され ました。混合名簿に対す る反応は、それぞれの体験 ＝「自分の学校 が混合名簿だっ

たか、 別名 簿 だ っ たか」 で大 き く分 か れ てい た よ うです 。

た だ し、 日常 の生 活 の こ とに話 題 が移 る と、「お 父 さん は、 箸 の置 き場 も知 らない。 全 部 、 お

母さん任 せ」「半 ズ ボ ンで男 の 子 とサ ッカー して遊 ん で い る と、 お ば あ ち ゃん か ら 『もっ と、女

らし く しな さい』 って 言 わ れ るの が イ ヤ」「マ ンガや テ レ ビで も、女 の子 が料 理 して 、恋 す る男

の子 に尽 くす のが 当 た り前 に な って い る」「先 生 が 、 男 の子 はた た くけ ど女 の子 は甘 や か して い

る」 な どな ど、 家 庭 内 の役 割 分 担 の 問 題 か ら学 校 の こ とま で、 さ ま ざ まな疑 問・ 不 満 が 噴 出 。

「 男 は …… 、女 は… …」 と 「分 け る」 こ との問題 が 漠 と しなが ら も浮 か び始 めて き ま した。

「 く く る」 こ と に慣 ら さ れ て 失 っ て い る もの

教 師 の側 か らは、 つ いつ い 集 団生 活 の 中で 「ひ と く く り」 に して しま うこ とへ の反 省 が上 が り

ました。「『ハ イ男 子 、 テ ン ト立 てて 』『ハ イ女子 、 ハ チ マ キ洗 って。 いい 嫁 さん にな れ るぞ ！』

などと、『く くる』 と簡単 で 、 まとめや す い」「本 当 は男 の子 で も 『0 0 高校 の 生徒 は ガ ラが 悪 い』

とい う よ う に 、 個 を 無 視 し て ひ と く く りに さ れ る の は イ ヤ な は ず だ 」 と。「女 性 は性 器 と して し

か見 られ な いの か な、 と悲 し くな る」 との女子 中学 生 か らの発 言が 、 この 「く くる」 こ との問 題

を象 徴 して い た と言 え る で し ょ う。
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力をつ け るた め に ～本 当 に 自 ら決 め て い るの か ？

司会 の柳 先 生 か ら、 高校 で小 坂 明子 の 「あ なた」 マ イホ ーム で の 「あ な た」 との 暮 ら しを夢 見

る女性の歌 の感想文 を書かせた時の興味深い結果が紹介 されました。女子の多 くは 「これこそ、

私の夢 。 玉 の輿」 男 子 は 「こん な家 、 とて も建 て られ ない」 ロー ン地獄 に追 わ れ て、夜 まで ニ コ

ニコ して い られ るか」「男 の背 中 で夢 見 るな 、 お前 も働 け」 な どだ っ た とい い ます。 同 じもの を

見て 、 同 じ こ と を 聞 い て も 目 に 飛 び 込 ん で く る も の が い か に 違 っ て く る こ とで し ょ う か 。「分 け

る」 こ と 「 く く る」 こ と に 慣 ら され る 中 で 、 力 を つ け る 機 会 が 奪 わ れ て い く こ と の 怖 さ を 示 した

結果 と言 え る で し ょ う 。

「結婚 して、 いい妻、母 になるのが私の夢」 と自分で ‘‘選 んだ”女性 は、本当に 自分で選んで

いるの で しょうか。 実 は、 知 らず 知 らず の うち に 「決 め させ られ て い る」 面 が あ るの で は ない で

し ょ う か ？ 女 は こ う あ る べ き も の 、 男 は こ う あ る べ き も の とい っ た 「 す り こ み 」 が 、 私 た ち を

動か してい る のか も しれ ませ ん。 そ うや って考 えて くる と・…‥「男 が先 で女 が あ と」 が 当 た り前

にな って い る 「男 女別 名 簿 」 につ い て も、「た かが 名 簿 じゃな いか 」 と言 っ て よい の か …… 。初

めて耳にする人 もいた混合名簿、意見が分かれた混合名簿の問題につ いて、 どうや ら少 しずつ、

その 「問題」 が 見 えて きた よ うです 。

初めての分科会の意義 について

この分科会 は今 回、初めて開かれた ものです。労働運動で も、エ コロジー運動の中で も、部落

解放 運動 の 中 で も、「人権 」 を求 め る い ろい ろ な運動 の 中 に さ え、「性 に よ る差 別 」 が存 在 してい

ま した。 今 回、 参加 者 の大 半 が お となだ っ た こ と もあ り、 一部 の 参加 者 か らは 「学校 の授 業 と同

じだっ た」 とい う よ うな批 判 も出 され 、 お とな と子 ど もが 、女 と男 が本 音 で ぶつ か り合 い 、理 解

し合 うカ タチ に まで は至 らなか っ た こ とは大 きな反省 点 で す。 しか し、 今 回 、 フ ォー ラ ムの 中で

新しい分 科 会が 生 まれ た こ とそ の もの を大 きな成 果 と して、次 回 につ な げて い きたい と思 ってい

ます 。
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石井山 竜 平

「フ ォー ラム」 の総 括 を行 っ た閉会 前 の全 体 会 は、「子 ども とお となの 協 同 の学 び の場」 を創 り

出す こ との難 しさ と、 そ の 「困難 」 に具 体 的 に取 り組 むべ き段 階 に 「フ ォー ラ ム」 が 発展 して き

たこ とを、一 同 で確 認 す る場 とな った。

まず、 10の分科会がそれぞれの内容報告 を行 った。報告 を子 どもの参加者が行った「子 どもの

役に立つ少年法」「世界 の子 ども・ 日本の子 ども」「『子 どもの権利条約』を学校 に」の三分科会

をは じめ 、各 分科 会 が そ の テ ーマ性 や参 加 状況 に応 じて、 子 ど も とお となの協 同の分 科会 づ く り

に真 剣 に取 り組 ん だ様 子 が何 え た。 なか で は 「従 来、『障害 』 児 問題 の集 ま りとい えば、 親 と教

師だ けで構 成 され が ちだ っ たが 、 フ リー ス クー ル の子 ども連 な ど色 々な立 場 の 人が 出会 え、話 し

合える場 になって良か った。」（「『障害』児 と共 に生 きる」分科会） など、肯定的な報告が多 い一

方、「『ここ も学 枚 と同 じだ っ た』 と参 加 した高校 生 か ら言 われ た。 意 見が 言 い に く く、 聞 くの も

辛い状 態 だ っ た のだ ろ うか。 ごめ ん な さい 。」 と、子 どもが参 加 しや す い場 を創 る こ との難 しさ

を感 じさせ る報告 もあ っ た。

高木君 （福 岡県子 ども会議） が壇上に上がったのは、 これ ら分科会報告の終了後。「今 日、（一

部 の子 ど もた ち には） 分科 会 に参加 した くて もで きなか った、 とい う状 況 にな った と思 うん です○

子 ど もた ち の意 見 が い くつか 出た ので 聞 いて くだ さい 。手 が ふ る えます 。緊 張 して （笑 ）。」

実 は この 日の午 前 中、 昨 日か ら全 国 各 地 よ り参 加 して いた子 ども達 の何 人 か が 「自分 た ちの居

場所が ない」 と各分科会の会場 に入 ることさえ拒否 していたのだった。開始時間が大幅に過 ぎて

も、施 設 内 の あ ち こち に子 ど も達 が たむ ろ して い た。
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急遽 、 行 き場 を な く した彼 らの

居場所 と して 「フ リース ペ ー ス」

が設 け られ た。 さ らに 「なぜ 、 参

加しなか った か」 を、 高 木君 たち

地元 の子 どもス タッ フが 問 い て ま

わった。

高木君 たちが集めた子 ども達の

意見 は「話が難 しい。分か りやす

く して欲 しか った。」「子 ど もが部屋 に入 ろ う とした ときのお とな の眼 や、 そ の場 の雰 囲気 が小 ・

中学生 には きつ くて入 れ る状態 じゃなか った。」「子 どもが入 りやす くて、 楽 し くわ か りや す い分

科会 もあ った 。他 の分科 会 もそ うい うふ う に して ほ しか っ た。」 な ど、 お とな が特 に気 に か けて

もい なか っ た態 度、 対応 が 、 実 は子 ど もた ちの参 加 自体 を拒 むバ リア とな って いた こ とを鋭 く突

きつ け る も の だ っ た 。

その後 フロアか らは、フォーラムの内容の意義深 さや、分科会の内容の豊かさへの積極 的評価

もあ っ た もの の 、「子 ど もが 自由 に発 表 す る場 所 が少 なか った。 分 科 会 で も子 ど もに 意見 を求 め

る場 面 が 少 なか った。」「懇 親 会等 が お となの 間尺 でつ くられ 、子 ど もが な じめ ない場 にな っ てい

た。」 な ど、 この度 の フォー ラム 自体 の運 営 におい て、「子 どもの権 利 条 約 を具 現化 し きれ て い な

い」面 を指摘 す る意 見 が多 く出 され た。

そ れ らの 意見 を受 け 、 まず 、樋 口 け い子 さん （事 務 局 長） が 、「お となが 当 た り前 だ と捉 えて

いるや り方 、 目線 、 言 葉 な ど、 も う一 度 考 え直す 必 要 が あ る」 と自戒 され なが ら も、「過 去 最 高

の参加 者 を得 て、 これ ほ どの子 どもの権利 に 問わ るエ ネル ギー の存 在 を前 に、限 を覚 ませ といわ

れて い る よ う」 と、 子 ど もの立 場 の危 機 的状 況 に対 して 、具 体 的 な行動 を起 こ して い け るポ テ ン

シャルの 高 ま りをこの福 岡で確 認 で きる こ とを強調 。

つ いで喜 多 明 人 さん （実 行委 員 長） は 「過 去 五 回の フ ォー ラム での子 ど も参 加 は、 ほ とん どが

『企 画 もの』 で 、 これ ほ ど多 くの子 ど も達 の分科 会 へ の 一般 参加 は初 め て。予 測 を超 え る子 ど も

の参加 を得 て お とな側 も戸 惑 い、 そ の 中で 対応 で きなか っ た点 が 様 々指 摘 され て い るが 、『お と

なと子 どもが一緒 に学 ぶ場 を どう具体 化 させ るか』 とい う新 た な課題 に と りくむ段 階に、 この フォー

ラム 自体 が 進歩 した と捉 え て い る。『批 判 』 を正 面 か ら受 け とめ、 フ ォー ラムの 発展 に結 びつ け

たい。」 と、 フ ォー ラ ム 自体 の到 達点 と今 後 の課題 を整 理 し、本 フ ォー ラムか らの全 国へ の ア ピー

ル案 を提案。「アピール」は、拍手 のなか承認 された。

最後 に、 門田見 昌明 さん （地元実行委員長）が 「今後は、子 どもの権利条例や、オ ンブズパー

ソンに少 しで も近 づ くため の取 り組 みが待 っ てい る。批 判 を課題 に し、 さ らに勉 強 して、 2 1世 紀

がお とな と子 ど もに とって本 当 に住 み良 い もの にな る こ とを夢見 なが ら、 明 日に向 か って頑 張 っ

てい き た い 。」 と 、 こ の フ ォ ー ラ ム づ く りを 通 して で き た ネ ッ トワ ー ク の 今 後 の 方 向 性 を示 す 力

強い言葉で 「子 どもの権利条約 ’98 in 福 岡」は閉会 した。
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磯
実行委員・劇団風の子九州 後 藤 尚 子

み ん な寄 っ て－、 ハ イチー ズ … なん て時 もあれ ば、 ワー ク シ ョップに夢 中 にな っ てい る姿 を人

知れ ずパ チ リっ なん て時 もあ りま した。 カメ ラ小僧 と化 してい た私 は、子 ど もた ちや お となた ち

の『顔 』 を求 め て会 場 内 を走 り回 って お りま した。

「子 ど もの権 利 条 約 フ ォー ラ ム」 な ので 、 み ん な 『に こに こ顔 』 な の か な－ と思 い きや 、 決 し

てそ う と も言 い切 れず 、結 構 『シブい顔 』 を してい る子 ど もた ち もい ま した。 お とな主導 の 分科

会に入 れ なか った子 ど もた ちで す。 これ だか らお とな とは … と憤 る彼 らに、 そ－ よ、 そ － よ、 と

カメ ラ小僧 も近所 の オバ チ ャンにな って話 を聞 きま した。 また、 い ろん な地域 か ら子 どもが 集 まっ

てきてるので、 なん とゆ－か、修学旅行先でハチ合 わせ ちゃった他校の生徒 同士ってかん じ。あ

いつ ら気 に入 らね － な… 的 ムー ドが 漂 っ てた りして。 ひそ か に カメ ラ小僧 は心 配 してた け ど、 お

おゲ ンカ にはな らず にす み ま した。あ、 で も、一騒 動 あっ たほ うがお も しろか ったか も。 ケ ンカっ

て、結構大事 なんだよね。

『照 れ る顔 』 もあ りま した。福 岡 の子 ど もた ちが 、 参加 して い る子 ど もた ち をつ か まえて 「分

科会 の感 想 は ？」 とか 「言 いた い こ とは ？」 とか イ ンタ ビ ューす るの です 。初 め て会 った人 にい

ろい ろ聞 くわけで すか ら、 これ はか な り照 れ ます。 聞 かれ た側 もい きな りなの で、 当然 照 れ ます 。

お互 い モ ジモ ジ して て、 横 で不 躾 に写 真 を撮 って る カメ ラ小 僧 と して は、 うー ん、 初 恋 って 感

じ… と妙 な想 像 を してニ ヤ け ち ゃ うの です 。 うい うい しい な あ。

『真剣 な顔』 というの も、心動か される被写体です。『真剣 に学ぶ顔』 って本 当に美 しい もので

す。 知 りた い ！！と思 う こ と を追 求 して い く喜 び は、 人 間 の持 つ 感 情 の 中 で もか な り上 質 の もの
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